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吉

井

勇

は

明

治

四

十

年

の

夏

、

与

謝

野

鉄

幹

、

北

原

白

秋

、

木

下

杢

太

郎

、

平

野

萬

里

と

共

に

初

め

て

平

戸

を

訪

れ

た

。

紀

行

文

「

五

人

づ

れ

」

に

よ

れ

ば

、

亀

岡

神

社

や

オ

ラ

ン

ダ

塀

、

幸

橋

等

に

も

出

か

け

た

ら

し

い

。

 

こ

の

「

五

足

の

靴

」

以

来

五

十

年

目

の

昭

和

三

十

一

年

、

平

戸

再

訪

。

翌

三

十

二

年

、

同

市

川

内

峠

に

九

州

で

七

番

目

と

な

る

吉

井

勇

歌

碑

が

建

立

さ

れ

た

。

碑

に

は

次

の

一

首

が

刻

ま

れ

て

い

る

。

 

山

き

よ

く

海

う

る

は

し

と

た

た

へ

つ

つ

 

た

び

人

わ

れ

や

平

戸

よ

く

見

む

 

勇

は

長

崎

を

こ

よ

な

く

愛

し

、

二

百

首

を

超

え

る

長

崎

の

歌

を

詠

ん

だ

。

県

内

各

所

に

歌

碑

が

あ

る

。

 

詩

集

に

、

「

五

足

の

靴

」

の

帰

京

後

発

行

し

た

『

酒

ほ

が

ひ

』

な

ど

が

あ

る

。

随

筆

「

長

崎

見

聞

抄

」

で

は

、

精

霊

流

し

や

多

良

岳

の

記

述

な

ど

も

散

見

さ

れ

る

。

 


